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事
賞

〈
次
の
三
つ
の
チ
ー
ム
は
中
央
審
査
へ
進
み
ま
す
。
〉

県
教
育
委
員
会
賞
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商
工
会
議
所
連
合
会
賞

高校３年
高原一眞

研
究
テ
ー
マ
「
ヤ
マ
ト
マ
ナ
に
お
け
る
温
湯
処
理

に
よ
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
増
加
と
食
塩
水
耕
栽
培

に
よ
る
低
カ
リ
ウ
ム
化
」

高校３年 松嶋奈央
中川咲良 藤原琉星
乾琴乃

高校３年 米田暁
中野翔太 鍛治颯佑
中島弘太郎

〈
中
央
審
査
へ
は
進
み
ま
せ
ん
が
、
優
秀
賞
や
佳
作
を
受

賞
し
た
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。
〉

第
16
回

国
際
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

世
界
大
会

銀
メ
ダ
ル

第

67

回

日

本

学

生

科

学

賞

奈

良

県

審

査

文
部
科
学
大
臣
か

ら
も
賞
状
を
頂
き

ま
し
た
。

高校３年 増田創一
高原一眞 秋山恵里

研
究
テ
ー
マ
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
空
気
電
池
の
性
能

向
上
の
検
討
」

研
究
テ
ー
マ
「
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
に
よ
る
重
力
計
算

～
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
周
辺
の
運
動
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
～
」

私
の
場
合
、
も
と
も
と
暗
記
が
得
意
だ

た
こ
と

と
科
学
が
好
き
だ

た
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
教
科
書

や
資
料
集
な
ど
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
覚
え
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
振
り
返
れ
ば
非
効
率
的
な
点
も
あ
り
、

後
輩
の
皆
さ
ん
は
自
分
に
合
う
方
法
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
〉

探
究
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
め
ば
、

自
身
の
新
た
な
夢
や
可
能
性
を
見
つ
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
探
究

を
続
け
る
こ
と
で
、
視
野
や
交
流
が
広

が

て
楽
し
い
。
学
会
や
発
表
会
に
も
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い
。

〈
研
究
内
容
〉

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
空
気
電
池
と
は
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
と
空
気
中
の
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
発

電
す
る
電
池
の
こ
と
。
電
池
を
作
る
時
に
使
う
活

性
炭
の
大
き
さ
に
注
目
し
て
、
実
験
を
行

た
。

デ
ー
タ
の
量
が
少
な
か

た
の
で
、
限
ら
れ
た
情

報
か
ら
考
察
し
て
い
く
の
が
と
て
も
大
変
だ

た
。

〈
研
究
内
容
〉

大
ま
か
に
い
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
で
宇
宙
を
再
現
す
る
こ
と
だ
。
物
体
が

重
力
に
引
か
れ
て
ど
う
動
く
か
、
重
力
が

時
空
を
ど
う
歪
ま
せ
る
か
等
を
研
究
し
て

い
る
。
探
究
活
動
に
社
会
貢
献
は
付
き
物

だ
が
、
テ
ー
マ
決
め
の
時
点
で
そ
こ
は
あ

ま
り
気
に
せ
ず
、
興
味
を
優
先
し
た
。

S
A
W
で
の
報
告
会

の
様
子

〈
ど
う
す
れ
ば
高
い
得
点
が
得
ら
れ
ま
す
か
？
〉

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
臨
む
時
の
心
構
え
は
何
で
す
か
？
〉

楽
し
む
心
と
自
信
で
す
。
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

確
か
に
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
順
位
が
つ
け
ら
れ
て
予

選
突
破
な
ど
の
判
定
を
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
重
要
な

の
は
単
に
点
数
を
と
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で

の
努
力
を
発
揮
し
て
、
結
果
に
関
わ
ら
ず
次
へ
繋
げ

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
後
輩
の
皆
さ
ん
ヘ
〉

ど
の
よ
う
な
研
究
に
す
る
の
か
を
決

め
る
の
に
と
て
も
苦
労
し
、
一
年
前
か

ら
や
っ
と
研
究
を
始
め
た
。
そ
れ
ま
で

成
果
が
出
ず
、
途
中
で
断
念
し
た
研
究

も
あ

た
。
こ
れ
か
ら
研
究
を
す
る
人

や
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る
人
も
、

ま
ず
は
少
し
先
の
こ
と
を
予
想
し
な
が

ら
探
究
活
動
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

〈
研
究
内
容
〉

奈
良
県
の
伝
統
的
な
葉
物
野
菜
の
ヤ
マ
ト
マ
ナ

を
栽
培
し
、

の
温
湯
を

秒
間
か
け
た
。
す

る
と
葉
緑
素
と
い
わ
れ
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
増
え
、

水
耕
液(

水
栽
培
の
こ
と)

を
液
体
肥
料
か
ら
食
塩

水
に
変
え
る
と
、
低
カ
リ
ウ
ム
化
で
き
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
透
析
治
療
を
受
け
る
患

者
等
が
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
栽
培
し
た
い

と
考
え
て
研
究
し
て
い
る
。

℃

〈
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
〉

高
校
二
年
生
か
ら
こ
の
研
究
を
始
め
た
。

時
間
が
足
り
ず
、
当
初
の
目
標
ま
で
た
ど

り
着
か
な
か

た
。
皆
さ
ん
は
、
興
味
の

あ
る
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
早
め
に
班
員
を
集

め
て
計
画
を
立
て
、
研
究
す
る
時
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
頑
張

て
欲
し
い
。

優
秀
賞

作佳作

高
校
３
年

愛
洲
遥

飯
田
凌
成

ハ
ン
セ
ン
ア
ラ
フ
ェ
ナ
莉
己

吉
川
茉
里

高
校
３
年

中
井
琳
子

大
賀
龍
太

森
本
航
太
朗

高
校
３
年

青
島
咲
来

所
代
彩
加

西
島
悠
翔

高
校
３
年

澤
田
陽
香

河
原
芳
佳

下
田
ち
と
せ

高
校
３
年

加
藤
由
梨
佳

三
木
竣
太

水
谷
有
都

岡
田
柚
乃

高
校
３
年

安
本
春
陽

吉
田
朝
陽

辻
本
大
智

吉
川
知
伸

高
校
１
年

安
川
姫
那

畑
中
朔
弥

藤
村
侃
奈

玉
ね
ぎ
の
ケ
ル
セ
チ
ン
含
有

量
の
変
化

大
和
マ
ナ
の
総
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
含
有
量
と
抗
酸
化
能

を
青
色
光
で
増
加
さ
せ
る
～

地
域
へ
の
貢
献
～

糖
を
用
い
た
カ
ッ
ト
リ
ン
ゴ

の
褐
変
抑
制
の
検
討

寒
天
ゼ
リ
ー
を
用
い
た
簡
易

的
な
免
震
装
置
の
教
材
作
成

段
ボ
ー
ル
を
用
い
た
避
難
所

に
お
け
る
騒
音
問
題
の
解
決

C
O
V
I
D-

19
流
行
と
光
害

の
関
係

45

20
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第
二
十
七
号
担
当
は
、
高
校
二
年

赤
木
陽
紀

新
谷
和
奏

太
田
葵

田
中
葵
唯

中
学
二
年

関
本
和

前
園
志
帆

山
住
翼
貴

西
村
凌
真
で
す
。

高校２年 田中天惺 堀本匠人 阪口智哉
堂間百葉 高校１年 畑中朔弥
高校２年 小林慶悟

科

学

の

甲

子

園

コ
ア

メ

ン

バ

ー

の

活

動

八
月
二
十
四
日
（
木
）
に
、
高
校
二
年
生
を

対
象
と
し
た
『
サ
イ
エ
ン
ス
英
語
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
』
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
五
人

の
A
L
T
の
先
生
と
と
も
に
、
物
理
・
化

学
・
生
物
・
地
質
学
・
天
文
学
の
五
科
目
に

分
か
れ
て
、
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

た
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
「
最
初
か
ら
最
後
ま

で
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
大
変
だ

た
が
、
非

日
常
感
が
あ
り
新
鮮
だ

た
。
A
L
T
の
先

生
方
が
作
成
し
て
く
だ
さ

た
興
味
を
ひ
か

れ
る
ス
ラ
イ
ド
や
、
面
白
い
実
験
を
通
し
て

英
語
で
理
科
を
学
べ
た
こ
と
は
、
非
常
に
良

い
経
験
に
な

た
。
」
と
語

た
。

サ
イ
エ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

サ

イ

エ
ン

ス
英

語

サ

マ
ー
キ

ャ
ン

プ

七
月
三
十
日
（
日
）
に
、
高
校
三
年
生
の
研
究
の
集
大
成
を
発
表
す
る
場
と
し

て
サ
イ
エ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
だ

た
が
、
今
年
は
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
青
翔
高
校
の
二
十
二

班
だ
け
で
な
く
他
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
生
徒
も
集
ま
り
、
お
互
い
に
口
頭
発
表
や

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

た
。
参
加
し
た
生
徒
に
取
材
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
奈
良
県
に

貢
献
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。
」
や
「
初
め
て
の
人
で
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

見
や
す
く
し
た
。
」
な
ど
の
工
夫
点
が
挙
が

た
。
一
方
、
「
新
規
性
を
確
か
め
る

の
に
苦
労
し
た
。
」
な
ど
、
苦
心
し
た
点
も
多
く
挙
が

た
。
ま
た
、
後
輩
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
「
班
員
で
役
割
分
担
を
し
て
実
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
行
い
、

デ
ー
タ
を
た
く
さ
ん
取
る
と
良
い
。
探
究
活
動
は
、
大
学
受
験
で
役
立
つ
の
で
頑

張

て
欲
し
い
。
」
と
語

た
。

九
月
十
二
日
（
火
）
に
、
高
校
一
年
生
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
忍
海
小
学
校
を
訪

問
し
、
出
前
授
業
を
行

た
。
こ
の
授
業
で
は
浮
沈
子
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
感
想
を
聞
く
と
、
「
小
学
生
に
対
し
て
教
え
る
立
場
に
ま
わ
る
こ
と

で
、
学
ぶ
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ

た
。
」
と
語

た
。

十
一
月
三
日
（
金
）
の
学
校
見
学
会
と
同
時
開
催
の
『
科
学
の
ひ
ろ
ば
』
で
も
、
コ

ア
メ
ン
バ
ー
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
委
員
や
科
学
部
員
と
協
力
し
て
運
営
に
当
た

た
。
参
加

し
た
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
は
実
験
を
体
験
し
、
小
学
生
が
科
学
に
興
味
を
持

つ
良
い
機
会
と
な

た
。

十
一
月
十
二
日
（
日
）
に
、
科
学
の

甲
子
園
奈
良
県
予
選
が
開
催
さ
れ
た
。

科
学
の
甲
子
園
と
は
、
公
開
実
験
、

非
公
開
実
験
、
物
理
・
化
学
・
生

物
・
地
学
・
数
学
・
情
報
の
六
分
野

の
筆
記
試
験
の
計
三
部
門
で
競
う
も

の
だ
。
な
お
、
大
会
一
位
が
本
選
に

出
場
す
る
。
高
校
生
有
志
六
名
が
参

加
し
、
総
合
三
位
（
参
加
し
た
公
立

高
校
の
中
で
最
上
位
）
と
い
う
見
事

な
結
果
を
収
め
た
。

出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
「
普
段
解
か

な
い
問
題
が
出
て
難
し
か

た
が
、
他

校
の
人
と
交
流
で
き
て
楽
し
か

た
。
」

「
一
人
一
人
の
ア
イ
デ
ア
で
で
き
あ
が

た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
も
感
謝

し
て
い
る
。
」
と
語

た
。

学
校
で
連
日

遅
く
ま
で
準

備
し
て
い
る

様
子

課
題
用
に

工
夫
し
て

製
作
し
た

作
品

第

３

回

探

究

的

な
学

び
に
関

す
る

授

業

改

善

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

A
L
T
の
先
生
か
ら

英
語
の
み
で
実
験
の

説
明
を
受
け
る
生
徒

の
様
子

十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
に
、
『
探
究
的
な
学
び

に
関
す
る
授
業
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
が
、
大
和
高

田
市
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
三
回
目
を

迎
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
が
、
今
回
は
『
多
面
的
評

価
』
を
中
心
に
研
究
協
議
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
本
校

の
高
校
二
年
生
の
漢
文
の
授
業
で
は
、
筆
記
テ
ス

ト
だ
け
で
は
な
く
、
音
読
も
評
価
対
象
と
な

て

い
る
。
論
理
国
語
担
当
の
川
上
先
生
は
、
「
音
読
の

音
声
を
デ
ー
タ
と
し
て
取
る
こ
と
で
自
己
評
価
も

で
き
、
他
の
人
と
比
べ
る
こ
と
で
よ
り
学
び
が
深

ま
る
。
」
と
語
ら
れ
た
。

古
典
探
究
担
当
の
袴
田
先
生

は
、
「
グ
ル
ー
プ
で
協
力
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
積
極
的
・
自
主
的
に

行
動
し
て
い
た
。
」
と
語
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
評
価
基
準
は
ど
ん

ど
ん
変
わ

て
い
く
だ
ろ
う
。
私

た
ち
生
徒
も
、
評
価
を
活
用
し
て

頑
張

て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
感
じ
た
。
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